
議案第１号 

 

　　　阪南市教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ 

いて 

 

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２

号）第４条第２項の規定により、阪南市教育委員会委員に次の者を任命

したいので議会の同意を求める。 

 

住　　所　　大阪府阪南市桃の木台四丁目５番地の１４ 

氏　　名　　水　島　浩　子 

生年月日　　昭和４５年５月７日生 

 

 

　　令和８年３月３日提出 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　阪南市長　上　甲　　　誠　　 

 

 

提案理由 

　任期満了に伴う措置 
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履　　歴　　書 

 

水　島　浩　子 
みず しま ひろ こ

昭和４５年５月７日生（満５５歳） 

 

現住所　　大阪府阪南市桃の木台四丁目５番地の１４ 

 

学　　　　　歴 

平成　８年　３月　　徳島大学医学部医学科卒業 

平成１９年　１月　　徳島大学大学院医学研究所内科系専攻修了 

（医学博士） 

 

職　　　　　歴 

平成　８年　５月　　  

徳島大学医学部附属病院小児科学教室研修医 

平成　９年　３月 

平成　９年　４月 

　　　　　　　　　　公立学校共済組合四国中央病院小児科 

平成１０年　３月 

平成１０年　４月 

　　　　　　　　　　国立療養所香川小児病院（現国立病院機構四国 

こどもとおとなの医療センター）小児科 

平成１１年　３月 

平成１１年　４月 

　　　　　　　　　　徳島大学付属病院小児科（小児血液学専門） 

シニアレジデント 

平成１４年　８月 
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平成１４年　９月 

　　　　　　　　　　さぬき市民病院小児科 

平成１７年　４月 

平成１８年　３月 

　　　　　　　　　　済生会茨木病院小児科・医療法人協仁会小松病院

小児科・よしはらこどもクリニック非常勤 

平成１９年　７月 

平成１９年　８月 

　　　　　　　　　　医療法人なぎさ会小児科 

令和　元年　５月 

令和　元年　６月 

　　　　　　　　　　ワールド水島なぎさクリニック院長 

令和　２年１２月 

令和　３年　１月 

　　　　　　　　　　医療法人なぎさ会小児科 

令和　３年　３月 

令和　３年　４月 

　　　　　　　　　　みやけファミリークリニック小児科非常勤 

現 在 に 至 る 

 

公　　職　　歴 

平成２９年　４月 

　　　　　　　　　　阪南市トランポリン連盟理事 

令和　７年　３月 

令和　４年　４月 

　　　　　　　　　　阪南市教育委員会委員 

現 在 に 至 る
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阪南市教育委員会委員に任命提案されるに当たっての抱負  

 

水　島　浩　子  

 

私は、普段、小児科医として勤務しております。令和４年４月から阪

南市教育委員としても職務に携わってまいりましたが、教育委員就任前

から、医療者としてだけではなく、教育の側面からも子どもたちを支え

たいと考えておりました。近年、精神面の不調を訴えて受診する子ども

が増加し、医療者としても対応に難渋するケースが増えてきたためです。 

原因は様々ですが、その中の一つは情報過多による影響です。社会経

験が乏しく、心身の発達途上にある子どもたちには、多くの情報の中か

ら正しい情報を取捨選択することが容易ではありません。このため、深

く陰湿な「スマホによるトラブル」に巻き込まれるケースや、暴力的な

言葉により傷つけられ「自己肯定感の低下」を引き起こすケースも多々

あります。また、思春期には心と体のアンバランスから、本人にも原因

のわからない体調不良が起こり、不登校につながるケースも非常に多く

見られます。子どもたちは、学校やスマートフォンの世界など、非常に

狭い価値観の中で、漠然とした不安を抱えています。また、虐待などに

より家庭が安らかな居場所ではない子どもたちもいます。  

この４年間、せめてこの阪南市の子どもたちは、のびのびと心身とも

に健康に成長してほしいと願って、教育委員として、また未成年の子ど

もを持つ一人の親として、携わって参りました。しかし、この小さな阪

南市といえど、教育というのはあまりにも広く、深く、私の知りえる教

育現場や子どもたちとの関わりは、氷山の一角にも満たないものだと痛

感しております。  

引き続き教育という切り口から関わらせていただき、この４年間で培

った経験をもとに、子どもたちの教育、スポーツ、健康、いじめ問題、

また虐待など幅広く関わってまいりたいと考えております。幼少期、思

春期と周囲の環境に大変敏感な時期を、この阪南市で過ごし、ここを故

郷として成長する子どもたち一人ひとりが将来幸せを感じて「夢や目標」

を持てるよう、微力ながら取り組んでまいりたいと考えております。
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